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令和５年
（2023年）12月号

　１１月２５日・２６日の２日間、ＪＡと市は、えびの市文化の杜で第３７回田の神さぁの里産業文化

祭を開催しました。

　２６日はテノール歌手の秋川雅史さんがステージに登場し、会場に素晴らしい歌声を響かせました。

秋川さんは代表曲「千の風になって」や松山千春さんの曲など全９曲熱唱し、会場を魅了しました。

産業文化祭の詳細は、来月号に掲載します。



（2）令和５年12月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

　

11
月
18
日
、
Ｊ
Ａ
稲
作
振
興
会
は
Ｊ

Ａ
日
向
ひ
む
か
米
振
興
協
議
会
と
と
も

に
宮
崎
県
庁
を
訪
れ
、
河
野
俊
嗣
知
事

を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
高
牟
禮
宏
邦

会
長
が
河
野
知
事
に
え
び
の
産
宮
崎
特

選
米
５
㎏
を
贈
呈
し
、「
え
び
の
米
」
の

新
米
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

高
牟
禮
会
長
は
「
知
事
に
新
米
を
お

届
け
し
て
今
年
で
13
年
目
に
な
り
ま
す
。

日
々
努
力
し
な
が
ら
お
い
し
い
米
づ

く
り
に
ま
い
進
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

納
得
の
い
く
米
が
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
お
い
し
い
米
づ
く
り
に
精
進
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
ほ
か
、
稲
作

農
家
の
高
齢
化
に
よ
る
後
継
者
問
題
や

価
格
高
騰
な
ど
も
訴
え
ま
し
た
。

　

河
野
知
事
は
「
生
産
現
場
で
頑
張
っ

て
お
ら
れ
る
農
家
の
皆
さ
ん
の
想
い
を

受
け
止
め
な
が
ら
消
費
拡
大
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
を
さ
ら

に
高
め
、
日
本
が
誇
る
そ
し
て
宮
崎
が

誇
る
こ
の
稲
作
文
化
を
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
行
け
る
よ
う
一
緒
に
頑
張
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

新
米
は
副
知
事
ら
の
ほ
か
、
Ｊ
Ａ
宮

崎
中
央
会
や
Ｊ
Ａ
宮
崎
経
済
連
に
も
贈

呈
し
ま
し
た
。

　

え
び
の
産
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
は
、
県
内
を

中
心
に
鹿
児
島
県
の
山
形
屋
、
京
都
の

老
舗
米
問
屋
の

八
代
目
儀
兵
衛

な
ど
で
販
売
し

て
い
ま
す
。
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た
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ねぇあそぼ　そのひとことが　うれしいな

　

Ｊ
Ａ
と
え
び
の
市
は
11
月
21
日
、
Ｊ

Ａ
本
店
で
、
え
び
の
市
米
・
食
味
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
開
き
ま
し
た
。
個

人
の
部
は
、
食
味
計
や
農
産
物
検
査
員

に
よ
る
審
査
を
行
い
、
上
位
３
点
を
選

抜
。
こ
の
３
点
を
同
一
条
件
で
精
米
・

炊
飯
を
し
た
も
の
を
生
産
者
や
米
卸
業

者
ら
が
実
食
し
、
外
観
、
香
り
、
味
、

粘
り
な
ど
を
元
に
総
合
評
価
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
個
人
の
部
は
東
脇
彰

さ
ん
（
大
明
司
）
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
。

５
点
以
上
出
品
さ
れ
た
地
区
の
う
ち
上

位
５
点
の
平
均
点
が
も
っ
と
も
高
い
地

区
を
選
ぶ
団
体
の
部
で
は
下
大
河
平
自

治
会
、
小
学
校
の
部
で
は
真
幸
・
岡
元

小
学
校
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

審
査
員
長
の
（
株
）
八
代
目
儀
兵
衛

代
表
取
締
役
で
五
つ
星
お
米
マ
イ
ス

タ
ー
の
松
下
祐
さ
ん
は
「
３
点
と
も
甘

さ
に
関
し
て
は
非
常
に
特
徴
的
だ
と

思
っ
た
。
特
に
東
脇
さ
ん
の
お
米
は
ス

ト
レ
ー
ト
に
感
じ
る
甘
さ
で
、
口
の
中

に
入
れ
た
瞬
間
歯
で
ぎ
ゅ
っ
と
噛
ん
だ

と
き
に
す
っ
と
甘
さ
が
で
る
。
こ
れ
が

そ
の
中
で
も
よ
り
際
立
っ
て
い
た
」
と

講
評
し
「
今
後
も
例
年
お
い
し
さ
が
変

わ
ら
な
い
え
び
の
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
を
使
い

続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

他
の
受
賞
者
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

個
人
の
部
▽
優
秀
賞
＝
加
治
佐
義
信
さ

ん（
田
代
）、井
川
洋
二
さ
ん（
下
大
河
平
）

受賞者の皆さんと審査員長の㈱八代目儀兵衛の
松下祐代表取締役

審査をする小学生審査員

え
び
の
市
米
・
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
開
催

　ＪＡ青年部・女性部は毎年、市内各小学校の５
年生と一緒にお米学習教室の一環としての稲刈り
体験を行っています。10月27日に飯野小学校と
飯野高校生活文化科の合同、10月30日に真幸小
学校と岡元小学校の合同で稲刈りを行いました。
　稲刈りをしたのは６月下旬に児童らが田植えし
たヒノヒカリで、青年部員らに鎌の使い方や足踏
み式脱穀機、唐箕（とうみ）の仕組みの説明を受
けた児童らは、昔ながらの収穫作業を楽しそうに
体験していました。
　各小学校が刈ったお米は、えびの市 米・食味
コンクールに出品されました。

　11月11日、熊本県錦町球磨カントリークラブ
で、えびの市農協長杯ゴルフ大会を開き、ＪＡ利
用者や組合員ら約２１３人が参加しました。
　２コースの18ホールのラウンドに要した打数
の総計で勝敗を決定するストロークプレー、ダブ
ルペリア方式（ハンディキャップ算出）で競技を
行いました。
　組合員、地域住民の方々に参加いただき、ゴル
フを通じて親睦を深めることができました。あり
がとうございました。大会の結果は次のとおりで
す。（敬称略）

←真幸小・岡元小

飯野小・飯野高校
↓

小学生らが稲刈り体験利用者との交流を深める

優勝	 安 藤 　 誠 基
２位	 北 川 　 和 雅
３位	 中 武 　 　 章
４位	 新 富 　 武 治
５位	 那 須 　 賢 次
６位	 渕 上 　 　 太
７位	 尾 山 　 實 文
８位	 今 園 　 秀 信
９位	 俵 迫 　 郁 夫
10位	 津 留 　 　 誠
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年
金
友
の
会
ゴ
ル
フ
大
会

県
大
会
開
催

　

11
月
７
日
、
宮
崎
市
の
ト
ム
・
ワ

ト
ソ
ン
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
で
、
第
９
回

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
宮
崎
年
金
友
の
会
ゴ
ル

フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
か
ら
は
、
８
月
に
開
催

し
た
ゴ
ル
フ
大
会
で
上
位
６
人
（
尾

山
實
文
さ
ん
、
前
田
昭
義
さ
ん
、
鶴

内
浩
俊
さ
ん
、
武
元
恵
志
さ
ん
、
新

屋
敷
久
さ
ん
、
奥
松
誠
也
さ
ん
）
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

県
内
各
Ｊ
Ａ
の
参
加
者
ら
と
一
緒

に
コ
ー
ス
を
回
り
、
会
員
同
士
の
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

10
月
24
日
、
ひ
な
た
宮
崎
総
合
運
動

公
園
で
、
第
24
回
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
宮
崎
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

え
び
の
市
か
ら
は
、
５
月
開
催
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
上
位
19
人
が

参
加
。
幸
田
邦
雄
さ
ん
が
Ｃ
コ
ー
ト
で

５
位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

出
場
メ
ン
バ
ー　
　
　
（
敬
称
略
）

東
原　

貢　
　
　
　

幸
田　

邦
雄

下
原　

武
助　
　
　

柴
山　

房
美

加
治
佐　

美
佐
子　

川
原　

末
子

清
藤　

哲
男　
　
　

田
中　

政
治

海
蔵　

厚　
　
　
　

堀
川　

純
一

福
元　

輝
文　
　
　

木
野　

テ
ル
子

茶
園　

美
次　
　
　

高
谷　

千
代
子

田
中　

芳
久　
　
　

大
平
落　

登

南
田　

嘉
弘　
　
　

西　

光
子

坂
元　

義
信

　

年
金
友
の
会
は
11
月
２
日
、
永
山
運
動

公
園
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
き

総
勢
２
９
５
人
の
参
加
者
ら
が
、
元
気
に

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

堀
川
純
一
会
長
は
「
天
気
に
も
恵
ま
れ
、

た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
元
気

い
っ
ぱ
い
に
笑
顔
で
プ
レ
ー
し
て
い
た
だ

け
る
の
は
こ
の
上
な
い
喜
び
。
稲
刈
り
も

終
わ
り
新
米
や
お
肉
、
え
び
の
市
に
美
味

し
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
秋
の
味
覚

を
食
べ
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
過
ご
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

総
合
優
勝
は
麓
大
平
チ
ー
ム
の
荒
武
稔

識
さ
ん
で
し
た
。
各
コ
ー
ス
の
上
位
３
人

の
名
前
と
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
県
大
会

年
金
友
の
会

年
金
友
の
会　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会ＪＡ

え
び
の
市
年
金
友
の
会

Aコース
順位 氏　名 チーム名 打数
優　勝 二ノ宮　光　子 田代Ａ ３７
準優勝 駮 丸 　 叡 出水 ３８
第３位 新久保　ユク子 永山Ａ ３９

Ｂコース
順位 氏　名 チーム名 打数
優　勝 荒 武 稔 識 麓大平 ３５
準優勝 小 川 瑞 夫 中内竪 ３８
第３位 岡 本 良 子 麓大平 ３９

Ｃコース
順位 氏　名 チーム名 打数
優　勝 野 間 栄 子 大明司Ｃ ３３
準優勝 井 手 公 子 中島トンビ ３８
第３位 岩　本　ノブ子 中浦Ｃ ３９

Dコース
順位 氏　名 チーム名 打数
優　勝 黒　木　みつ子 西川北Ｂ ３５
準優勝 溝　添　トミ子 中浦Ｄ ３５
第３位 柴 山 房 美 中原田Ａ ３５
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差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

　

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
年
金
友
の
会
は
、
11
月

14
日
か
ら
16
日
の
２
泊
３
日
で
「
秋
の
日

光
・
鬼
怒
川
と
名
湯
伊
香
保
３
日
間
」
の

会
員
旅
行
を
実
施
し
、
飯
野
支
部
よ
り
11

名
、
加
久
藤
支
部
よ
り
７
名
、
真
幸
支
部

よ
り
２
名
の
合
計
20
名
（
男
性
10
名
女
性

10
名
）
の
会
員
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
空
港
か
ら
羽
田
空
港
へ
到
着
後
、

東
京
の
大
井
町
で
昼
食
を
済
ま
せ
、
最
初

の
観
光
地
、
栃
木
県
に
あ
る
大
谷
資
料
館

に
向
か
い
ま
し
た
。
大
谷
資
料
館
は
大
谷

石
の
採
石
場
跡
に
作
ら
れ
て
お
り
、
地
下

に
は
採
石
に
よ
る
巨
大
な
地
下
空
間
が
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。
人
力
で
掘
っ
た
と
は

に
わ
か
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
ス
ケ
ー
ル
に

驚
愕
す
る
ば
か
り
で
、「
は
あ
ー
っ
！
」
と

声
を
あ
げ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

初
日
の
宿
泊
地
は
栃
木
県
の
鬼
怒
川
温

泉
で
し
た
。
鬼
怒
川
を
見
下
ろ
す
景
色
と

温
泉
に
癒
さ
れ
、
宴
会
で
は
と
ち
ぎ
牛
の

鍋
な
ど
の
料
理
を
堪
能
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
今
回
の
目
玉
で
あ
る
日
光
東

照
宮
へ
行
き
ま
し
た
。
日
光
東
照
宮
は
徳

川
家
康
公
を
ま
つ
っ
て
い
る
神
社
で
あ
り
、

龍
や
有
名
な
眠
り
猫
、見
ざ
る
・
聞
か
ざ
る
・

言
わ
ざ
る
の
三
猿
な
ど
の
装
飾
は
豪
華
絢

爛
で
あ
り
ま
し
た
。
東
照
宮
は
徳
川
幕
府

の
安
泰
と
日
本
の
恒
久
平
和
を
不
動
の
位

置
（
北
極
星
）
か
ら
守
れ
る
よ
う
家
康
公

の
遺
言
で
日
光
に
建
て
ら
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

華
厳
の
滝
を
見
た
あ
と
に
中
禅
寺
湖
を

眺
め
な
が
ら
の
昼
食
を
と
り
、
群
馬
県
に

入
り
ま
し
た
。
夜
間
の
来
館
者
数
が
日
本

一
だ
と
い
う
県
立
ぐ
ん
ま
天
文
台
で
は

１
５
０
㎝
望
遠
鏡
に
「
こ
れ
い
く
ら
す
る

ん
で
す
か
？
」
と
質
問
が
あ
り
「
約
10
億

円
で
す
」
の
答
え
に
旅
行
中
最
高
の
驚
き

の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
宿
泊
地
は
伊
香
保
温
泉
で
あ

り
ま
し
た
。
食
事
と
お
酒
が
進
ん
だ
と
こ

ろ
で
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
始
ま
り
、
歌
と
踊

り
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
最
後

に
お
は
ら
節
で
盛
大
に
お
開
き
と
な
り
、

会
員
相
互
の
親
睦
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
世
界
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
富

岡
製
糸
場
に
行
き
、
当
時
の
建
設
様
子
や

場
内
の
施
設
を
ガ
イ
ド
さ
ん
に
説
明
さ
れ

な
が
ら
見
学
し
、
す
べ
て
の
観
光
を
終
え

ま
し
た
。
空
港
へ
の
帰
路
に
つ
き
午
後
５

時
頃
に
え
び
の
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
旅
行
で
は
行
き
届
か
な
い
点
も

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
会
員
皆
様
の
ご

協
力
に
よ
り
怪
我
や
事
故
等
な
く
無
事
に

旅
行
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と

を
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
年
金
友
の
会
で

は
会
員
の
皆
様
に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
よ

う
様
々
な
行
事
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

年
金
友
の
会
旅
行
「
秋
の
日
光
・
鬼
怒
川
と
名
湯
伊
香
保
３
日
間
」

引
率
者　
金
融
課　
遠
目
塚 　
健　



（6）令和５年12月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

　

11
月
22
日
、
真
幸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
毎
月
開
い
て
い
る
寺
子
屋
ラ
ン
チ

（
こ
ど
も
食
堂
）
に
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
が
米

60
㎏
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

米
を
受
け
取
っ
た
寺
子
屋
ラ
ン
チ
部
会

の
池
島
敏
信
会
長
は
「
い
ろ
い
ろ
な
所
か

ら
支
援
を
頂
き
感
謝
し
て
い
る
。
大
変
あ

り
が
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

提
供
し
た
米
は
、
青
年
部
が
お
米
学
習

教
室
で
真
幸
小
学
校
と
一
緒
に
田
植
え
、

稲
刈
り
を
し
た
米
で
す
。
中
村
友
哉
青
年

部
長
は
「
今
後
も
米
の
提
供
を
継
続
的
に

続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

10
月
30
日
に
加
久
藤
小
学
校
、
11
月
７

日
に
飯
野
小
学
校
の
３
年
生
が
社
会
科
見

学
で
Ｊ
Ａ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
と
精
米
工
場

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

普
段
食
卓
や
給
食
で
食
べ
て
い
る
お
米

が
ど
の
よ
う
に
で
き
る
の
か
を
Ｊ
Ａ
職
員

の
案
内
で
見
て
回
り
ま
し
た
。

　

児
童
の
皆
さ
ん
は
、
玄
米
が
積
み
上
げ

ら
れ
た
倉
庫
の
中
を
観
察
し
た
り
、
１
等

米
か
ら
３
等
米
ま
で
の
玄
米
を
見
比
べ
て

等
級
を
当
て
る
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
た
り
し

て
、
楽
し
ん
で
お
米
に
つ
い
て
学
ん
で
い

ま
し
た
。（
11
月
号
に
掲
載
し
た
10
月
23

日
は
真
幸
小
学
校
で
し
た
）

こ
ど
も
食
堂
に
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
を
提
供

市
内
小
学
３
年
生
が
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
見
学

■ 集積できないもの
・残さ等が付き、汚れの激しいもの
・陽に焼けた等劣化の激しいもの
・ブルーシート　・寒冷紗　・不織布シート
・糸入りビニール資材　・厚みのあるビニール資材
・プラの内ＰＰ（ポリプロピレン）系のもの
　例）苗箱、苗ポット、肥料袋等
・飼料ラップのベールネット、ひも

■ 持ち込み方法
・つづら折りにする等運びやすい形にまとめ、捨てる

ビニールの一部をひも状にして縛る（ビニールひも
等で縛らない）。

・土や水分は、可能な限り落として持ち込むこと。残
さ等が付着し取り除けない場合は再利用できないの
で、近くの産業廃棄物処理施設へ持ち込むこと。

廃プラスチックの適正処分にご協力をお願いします
　えびの市及びＪＡえびの市では、農業で使用した後の廃プラスチックを指定された日に集積して
います。集積する廃プラスチックは再利用されるため、回収する際には条件があり、種類や状態に
よっては回収できないものがありますので、持ち込みの際には注意してください。

◆詳細についてはお問い合わせください◆
えびの市役所 畜産農政課農産園芸
　　　　　　　　　　　 （35−1650）
ＪＡえびの市 農産園芸課（33−5756）

■ 塩化ビニール
　・「農ビ」と表示のあるもの
　・ ハウスビニール（被覆資材）等
　　　　ポリ塩化ビニール（ＰＶＣ）系

■ ポリフィルム
・「農ＰＯ」「農ポリ」と表示のあるもの
・ハウスビニール（被覆資材）
・シルバーポリ（薄手のもの）
・マルチフィルム　・飼料ラップ
・谷シート　　　　・散水チューブ
・苗ポット　　　　・肥料袋　　　　等
　　　ポリオレフィン（農ＰＯ）系
　　　ポリエチレン（農ポリ、ＰＥ）系
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「関係ない」　そう思わずに　勇気を出そう

◆ お問い合わせ ◆
グリーンセンター飯野店　３３－２２１２　　グリーンセンター加久藤店　３５－０４５１
グリーンセンター真幸店　３７－００２３　　本　店　　資　材　課　　　３３－５７１９

生産資材特売会
　里芋肥料・マルチ・生分解マルチの特売会を実
施します。特別価格でご奉仕いたしますので、ぜ
ひご来店ください。

※ご注意点※
・当日自己取りの対応とさせていただきます

農業用資材廃棄物の回収について
　ＪＡえびの市では、ご自宅に残った農業用資材の使用済みや使用不能となった資材の回収を
実施します。
　回収するものは、ＪＡでご購入した資材のみとさせていただきます。この機会にぜひ
ご利用ください。
　回収可能な品目の種類については、各グリーンセンターまたは本店資材課までお問い合わせ
ください。

※ご注意点※
・運搬の際、廃棄物が路上に飛散しないようにご注意ください
・台秤で計量しますので、計量・持ち運びができるよう紐等で梱包してください

回収日時　令和５年１２月２２日（金曜日）
　　　　　午前９時００分～午後４時００分
回収場所　JAえびの市本店　畜産センター前
回収料金　当日現金でお支払いください。
　　　　　処分費用は皆様にご負担いただきます。
　　　　　１ｋｇあたり　１５０円

〈日　　時〉

〈 場　　所 〉

JAからの
お知らせ

ＪＡ休業日のお知らせ

１月８日（月）
成人の日

野菜集荷場は開いています
※年末年始の営業につきましては、２０ページ
「年末・年始の営業案内」をご覧ください。
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JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。
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差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

各種QRコード決済がご利用いただけます！

※一部対象外店舗がございます。
　詳しくは最寄りのJA-SSにお問い合わせください。

QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。

ご利用可能な
決済サービス

QR
利用できます

JA-SSで
コード
決済



（10）令和５年12月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

道の駅えびの 新春初商 足湯の駅えびの高原 新春初商
１月３日（水）

９:００～１７:００
１月３日（水）

９:００～１７:００
※１月１日・２日は休館日です。
※１２月３１日の営業時間は
　　　　　９: ００～１７: ００です。

※１月１日・２日は休館日です。
※１２月３１日の営業時間は
　　　　　９: ００～１６: ００です。
※天候によってはチェーン規制がかかる場合が
　あります。お気をつけてお越しください。

◎ちょっと

○
ま る

○
ま る

なはなし

しいたけグローブ

　１１月１日にスマホ教室を開催し１６人の参加がありました。
　ＬＩＮＥのプライバシーポリシーの統合があり、やり方が分から
ない人も多く、今日来て良かったと好評でした。

　１１月６日、こんにゃく作
りを午前と午後に開催し３３
人の参加がありました。おい
しいこんにゃくが出来て皆さ
ん喜んでいました。

ほおずき通信
（JA 女性部通信）

第３回女性大学講座

こんにゃく作り

◆お問い合わせ◆　生活課　33－5743　生活館 夢工房　35－1810

１位　山元　美智子さん（右）
２位　東原　みどりさん（中央）
３位　高谷　千代子さん（左）

おめでとうございます。 　１１月１５日に秋晴れのもと女性部のグラウンドゴルフ大会が
あり、５９人の参加者で盛り上がりました。

グラウンドゴルフ大会
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差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

作り方
①鶏モモ肉は1.5cm角に切って塩・こしょうを振る。タマネギは繊維に

沿って薄切りにする。
②卵は卵白と卵黄に分け、卵白を軽く溶きほぐしておく。
③小さめのフライパンを中火にかけてバターを溶かし、鶏モモ肉、タマ

ネギの順に加えて炒める。焼き色が付いたらAを注ぎ、弱火で温める。
④煮立ってきたら②の卵白を入れて、ザックリと混ぜて火を止め、ザク

切りにしたミツバを散らしてふたをする。
⑤ご飯を器に盛って④をのせ、粉チーズを振り、②の卵黄をのせる。

親子丼の新定番

ホワイト親子丼

出典●Jミルクウェブサイト「ミルクレシピ」

鶏モモ肉……………………100g
塩・こしょう …………… 各少々
タマネギ……………………1/2個
卵………………………………2個
バター…………………………10g
　　牛乳 ………………… 200ml
　　顆粒スープのもと（洋風）…小さじ1
　　砂糖………………… 小さじ1
　　塩…………………小さじ1/4
ミツバ…………………………適量
ご飯……茶わん2杯分（約300g）
粉チーズ………………大さじ1/2

A

材料（2人分）
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JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

☆
11
月
期
子
牛
セ
リ
結
果

　

11
月
17
日
～
19
日
ま
で
の
３
日
間
、
西

諸
畜
連
で
、
11
月
期
子
牛
セ
リ
市
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
成
績
は
上
表
の
通
り
で
す
。

　

子
牛
セ
リ
市
終
了
後
の
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
生
産
者
の
皆
さ
ん
は
解
約
や

値
引
き
等
発
生
し
な
い
よ
う
に
、
飼
養
管

理
に
は
充
分
注
意
し
て
下
さ
い
。
子
牛
生

産
検
査
以
降
に
発
生
し
た
ケ
ガ
や
尿
石
等

の
事
故
、
そ
の
他
小
さ
な
こ
と
で
も
気
付

い
た
点
は
、
担
当
者
に
相
談
す
る
か
、
ま

た
は
セ
リ
市
上
場
時
に
必
ず
発
表
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

去
勢
子
牛
で
発
育
の
良
い
も
の
は
早
期

出
荷
を
行
い
、
飼
育
費
の
削
減
を
図
り
所

得
の
向
上
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
雌
子
牛
に

つ
い
て
は
、
積
極
的
に
品
評
会
に
出
品
し
、

付
加
価
値
の
高
い
優
良
基
牛
生
産
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　

各
種
導
入
事
業
の
有
効
活
用
を
図
り
優

良
雌
子
牛
を
導
入
し
、
母
牛
の
増
頭
、
更

新
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
11
月
期
郡
子
牛
品
評
会

　

11
月
13
日
、
西
諸
畜
連
で
郡
子
牛
品
評

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
管
内
か
ら
５
頭
が
出
品

さ
れ
、
成
績
は
下
表
の
通
り
で
す
。（
敬

称
略
）

☆
11
月
期
Ｊ
Ａ
主
催
子
牛
品
評
会

　

11
月
８
日
、
Ｊ
Ａ
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
、

11
月
期
子
牛
品
評
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

成
績
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

Ｊ
Ａ
品
評
会
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
下

見
を
し
ま
す
。
出
品
希
望
の
あ
る
方
は
畜

産
課(

☎
３
３
―
５
７
４
７)

ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

営
農
情
報

令和５年１１月期子牛セリ市結果

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
管
内

今回(５年11月) 前回(５年10月) 前年(４年11月)

頭数 平均価格 頭数 平均価格 増減 頭数 平均価格 増減

メス 90 442,127 96 442,429 △302 74 561,773 △119,646

去勢 92 553,934 129 525,178 28,756 109 705,302 △151,368

計 182 498,645 225 489,872 8,773 183 647,263 △148,618

令和５年 11月期郡子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

壱等賞 あ り さ 中 原 安 尋

〃 み り あ 井川原　隆　雅

〃 きらめき４０ 色 増 拓 真

弐等賞 あ や の 宮 園 　 馨

〃 第１５９あみ ㈱ 坂 元 農 場

※壱等賞・弐等賞は、序列はつけてありません

令和５年 11月期ＪＡ子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

優等賞 あ り さ 中 原　 安 尋

壱等賞１席 み り あ 井川原　隆雅

壱等賞 きらめき４０ 色 増　 拓 真

〃 あ や の 宮 園 　 馨

〃 第１５９あみ ㈱ 坂 元 農 場

弐等賞 きらめき４１ 色 増　 拓 真

〃 第５９４みさき 井 川 原　 修

※壱等賞の 1 席以降と弐等賞は、序列はつけてありません

◎
畜
産
関
係
◎
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差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

防寒対策の徹底を（子牛編）

第６４回宮崎県畜産共進会

　これからが家畜の生産性の低下や子牛の下痢、呼吸器系の疾病が多く見られる時期です。継続的な
寒さ対策で家畜の疾病を予防しましょう。

①体が濡れたままでは寒いです。
体が濡れたままでは気化熱で体温を下げてしまいます。敷料を敷いて牛床を乾かし、体が濡れないよ
うにしてあげましょう。

②寒風・すきま風などが直接あたるようでは困ります。
　寒風にさらされると、体温が低下して風邪をひきやすくなります。また、腹部を冷やすと下痢をし
たりします。風邪や下痢にかかり増体や発育が悪くなると、手塩にかけて育てた子牛も高く販売する
事ができません。早速、牛舎周りの総点検を行ってみてはどうでしょうか。

③北風（寒風）を防がないと子牛は危険です！！
　「風邪は万病の元」とよく言われますが、風邪が原因で下痢を起こしたり、さらに肺炎を起こしたり
します。子牛を亡くしてしまうと著しい生産性の低下を招き、経営に大きな悪影響を及ぼします。

④新生子牛のための暖かい個室を確保してあげましょう。
　風が入り込まない部屋を確保してあげましょう。但し締め切ってしまうと問題です。完全に締め切っ
てしまうと有毒なアンモニアガスなどを吸い込み、呼吸器病などを起こします。部屋が確保できない
場合は子牛部屋の三方をしっかりと囲んであげましょう。日中、南側は太陽に日差しが差し込むよう
に開けてあげましょう。
　子牛専用の部屋を作ってあげたら衛生的です。床には、ノコクズやワラ等を敷いて暖かくしてあげ
てください。

⑤風のない暖かい日は日光浴を
　ビタミン D は紫外線を浴びて体内で作られます。ビタミン D はカルシウムの吸収を助け、骨を強く
する作用があります。風の穏やかな天気の良い日は、親子とも日光浴をさせてあげるのも良いでしょう。

　１０月２４日、（株）ミヤチク高崎工場で第６４回宮崎県畜産共進会が開催されました。
　ＪＡえびの市管内から枝肉の部に３頭出品され、詳細は以下の通りです。
　共進会全体での平均体重は８１５kg、平均枝肉重量は５２８kg でした。

生産者 性別
血　　　統

生年月日 体重
（kg）

枝肉
重量
（kg）

等級
Ｂ
Ｍ
Ｓ父 母の父 母の祖父

宮 原 智 憲 雌 満天白清 耕富士 美穂国 R3.5.28 844 551 A5 12

橋 口 誠 也 去勢 宗守富士 勝平正 安福久 R3.6.14 785 539.9 A5 11

吉 留 　 弘 去勢 耕富士 二刀流 勝平正 R3.4.5 848 539.4 A5 10



（14）令和５年12月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

営☆
イ
チ
ゴ

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

・
追
肥

　

収
穫
量
に
応
じ
て
行
う
が
、
目
安
と
し

て
１
ヶ
月
に
チ
ッ
ソ
成
分
で
１
～
２
㎏
に

す
る
。

・
灌
水
管
理

　

着
色
の
色
む
ら
対
策
と
し
て
、
少
量
・

多
回
数
に
す
る
。

・
温
度
管
理

　

夜
間
の
加
温
最
低
温
度
は
、
12
月
中
旬

ま
で
は
７
～
８
℃
、
12
月
中
旬
以
降
は
７

～
10
℃
。

　

朝　

方　

10
～
15
℃

　

午
前
中　

25
～
28
℃

　

午　

後　

20
～
25
℃

　

夕　

方　

15
～
18
℃

に
し
て
く
だ
さ
い
（
な
お
、
高
設
栽
培
は

高
い
方
で
管
理
す
る
）
。

・
電
照
管
理

　

12
月
は
、
生
育
を
見
て
最
高
３
時
間
点

灯
す
る
。

・
親
株
管
理

　

10
ａ
あ
た
り
３
０
０
株
を
植
え
、
２
月

末
か
ら
３
月
上
旬
に
プ
ラ
ン
タ
ー
・
大
型

ポ
ッ
ト
へ
移
植
す
る
。

・
摘
葉

　

低
温
で
根
の
動
き
が
悪
く
な
る
た
め
、

摘
葉
は
古
葉
を
取
る
程
度
に
す
る
。

・
受
粉
の
確
認

　

冬
場
の
花
粉
発
芽
能
力
は
約
４
日
間
で

あ
る
の
で
、
日
々
ミ
ツ
バ
チ
が
活
動
し
て

い
る
か
を
確
認
す
る
。

☆
キ
ン
カ
ン

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

水
管
理

　

果
実
肥
大
を
促
す
た
め
、
12
月
上
旬
ま

で
た
っ
ぷ
り
灌
水
（
常
に
土
が
湿
っ
た
状

態
）
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

土
壌
の
乾
燥
防
止
、
細
根
の
発
生
促
進

を
目
的
に
、
敷
き
ワ
ラ
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

秋
冬
期
加
温

　

着
花
が
遅
れ
た
園
地
（
７
月
20
日
以
降

の
着
花
）
に
つ
い
て
は
、
秋
冬
期
に
加
温

す
る
こ
と
で
、
肥
大
・
減
酸
促
進
効
果
が

得
ら
れ
ま
す
。

実
施
温
度　

昼
温
28
℃

　
　
　
　
　

夜
温
18
℃

実
施
時
期　

12
月
中
旬
ま
で

＊
着
色
が
始
ま
っ
て
も
、
12
月
中
旬
ま
で

は
加
温
を
継
続
し
ま
し
ょ
う
。

☆
栗

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

　

栗
の
剪
定
の
時
期
に
な
り
ま
す
。
主
枝

を
２
～
３
本
に
し
て
亜
主
枝
を
２
～
４
本

程
度
確
保
し
、
樹
高
が
３
・
５
ｍ
以
下
に

な
る
よ
う
に
主
幹
を
切
り
下
げ
て
下
さ
い
。

大
玉
生
産
に
は
太
さ
８
㎜
以
上
、
30
㎝
以

上
の
結
果
母
枝
を
樹
冠
１
㎡
当
た
り
５
～

６
本
に
残
し
整
理
し
ま
す
。

☆
菊

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

神
馬
２
号
の
温
度
管
理
に
つ
い
て

１
．
定
植
か
ら
開
花
ま
で
実
温
14
℃
で
管

理
し
ま
す
。

　
　
　

消
灯
日
か
ら
収
穫
始
め
ま
で
の
日

数
は
再
電
照
を
除
い
て
45
～
47
日
程

度
。 

２
．
花
芽
分
化
温
度
は
18
℃
で
行
う
と
品

質
が
向
上
し
ま
す
。

３
．
低
温
管
理
で
も
開
花
遅
延
し
に
く
い

で
す
が
、
生
育
期
に
10
℃
以
下
の
低

温
に
あ
う
と
開
花
遅
延
す
る
危
険
性

が
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

再
電
照
に
つ
い
て

１
．
神
馬
２
号
は
従
来
の
神
馬
よ
り
花
芽

分
化
速
度
が
１
～
２
日
程
度
早
く
な

り
ま
す
の
で
、
花
芽
検
鏡
を
行
う
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

２
．
１
月
～
２
月
ま
で
の
作
型
で
は
再
電

を
行
い
ま
す
。

　
　

４
日
点
灯
―
４
日
消
灯
―
３
日
点
灯

　
＊
燃
油
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
、
ハ
ウ
ス
ビ

ニ
ー
ル
の
隙
間
が
な
い
か
点
検
し
、
古

ビ
ニ
ー
ル
等
を
張
っ
て
保
温
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

☆
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス（担

当
：
朝
倉
章
太
）

　

12
月
よ
り
徐
々
に
窒
素
・
リ
ン
酸
・
カ
リ

の
養
分
吸
収
量
が
上
が
っ
て
き
ま
す
の
で
、

追
肥
を
行
い
ま
し
ょ
う（
厳
寒
期
は
Ｏ
Ｋ
Ｆ

−

１
と
い
っ
た
硝
酸
系
液
肥
中
心
）。

　

で
き
る
だ
け
涼
し
く
し
て
管
理
を
し
ま

す
が
、
気
温
を
下
げ
す
ぎ
る
と
光
合
成
能

力
の
低
下
や
地
温
の
低
下
に
よ
り
、
根
の

活
力
が
下
が
り
生
育
が
停
滞
し
ま
す
。
ま

た
20
℃
以
上
の
高
温
で
も
生
育
が
停
滞
す

る
た
め
、
目
安
と
し
て
昼
温
は
15
～
20
℃

で
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。
夜
温
最
低
は

５
℃
以
上
を
保
つ
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

☆
玉
ね
ぎ

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

玉
ね
ぎ
苗
の
植
え
付
け
後
に
土
壌
が
乾

燥
す
る
と
、
活
着
が
悪
く
な
り
、
初
期
生

育
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
晴
天
日
が
続

く
よ
う
で
あ
れ
ば
定
期
的
な
灌
水
作
業
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

強
風
に
よ
り
マ
ル
チ
が
は
が
れ
て
苗
が
浮

い
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
欠

株
が
で
な
い
よ
う
に
定
期
的
な
培
土
等
の

対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
降
雨
後
の
べ
と
病
の
発
生
に
注
意

し
て
殺
菌
剤
の
散
布
を
行
い
な
が
ら
管
理

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
カ
ボ
チ
ャ

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

出
荷
時
期
と
な
り
ま
し
た
が
、
害
虫
や
、

ね
ず
み
の
食
害
に
は
十
分
注
意
を
し
て
選

別
し
ま
し
ょ
う
。

 

☆
ピ
ー
マ
ン

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

栽
培
が
終
了
し
て
い
る
方
で
、
ハ
ウ
ス

内
の
片
付
け
が
未
完
了
の
方
は
早
目
に
取

り
掛
か
る
よ
う
に
し
、
土
壌
消
毒
の
準
備

を
整
え
ま
し
ょ
う
。
圃
場
に
残
っ
た
残
渣

や
罹
病
葉
は
次
作
の
病
害
虫
発
生
の
原
因

に
な
り
ま
す
の
で
、
ハ
ウ
ス
の
外
へ
全
て

営
農
情
報

◎
園
芸
関
係
◎



（15） 第５４８号 JA広報

あたたかい　言葉のシャワーで　えがおさく

持
ち
出
し
て
処
分
し
ま
し
ょ
う
。
ま
だ
収

穫
中
の
方
は
、
樹
勢
や
着
果
の
状
態
を
見

極
め
て
、
次
作
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
計

画
立
て
て
残
り
の
期
間
の
作
業
と
準
備
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
は
特
に
青
枯
病
の
発
生
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
発
生
圃
場
に
つ
い
て

は
、
で
き
れ
ば
土
壌
消
毒
と
接
木
苗
導
入

の
両
方
の
実
施
が
望
ま
し
い
で
す
が
、
少

な
く
と
も
ど
ち
ら
か
の
対
策
は
行
っ
た
上

で
、
し
っ
か
り
と
土
づ
く
り
を
行
い
次
作

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

☆
加
工
ほ
う
れ
ん
草（担

当
：
朝
倉
章
太
）

　

降
雨
後
の
斑
点
細
菌
病
や
炭
疽
病
の
発

生
を
抑
え
る
た
め
に
定
期
的
な
殺
菌
剤
の

散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

草
丈
が
５
～
10
㎝
程
度
に
な
れ
ば
、
雑

草
が
生
え
な
い
よ
う
に
中
耕
作
業
を
実
施

し
ま
し
ょ
う
。
中
耕
に
よ
っ
て
降
雨
等
で

固
く
な
っ
た
地
表
面
を
崩
し
、
気
相
が
増

え
て
細
根
も
広
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

収
穫
が
始
ま
っ
た
ら
異
物
混
入
や
病
害

葉
の
混
入
が
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
行
い

ま
し
ょ
う
。

☆
人
参

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

播
種
日
か
ら
１
２
０
～
１
５
０
日
で
収

穫
を
迎
え
ま
す
が
、
収
穫
が
遅
れ
て
し
ま

う
と
、
し
み
腐
れ
や
割
れ
な
ど
の
地
下
部

の
病
害
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で

適
期
収
穫
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

収
穫
の
際
は
青
首
の
切
り
落
と
し
は
必

須
で
す
。
ま
た
除
去
し
た
茎
葉
の
混
入
が

な
い
様
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
加
工
大
根

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

収
穫
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
出
荷
に
つ

い
て
は
年
内
出
荷
と
な
っ
て
い
ま
す
。
出

荷
規
格
に
適
正
な
収
穫
と
遅
れ
が
な
い
よ

う
に
計
画
的
な
作
業
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
出
荷
時
の
異
物
混
入
に
は
十
分
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

☆
キ
ャ
ベ
ツ

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

収
穫
も
終
盤
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
収

穫
前
の
生
理
障
害
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

収
穫
が
遅
れ
れ
ば
裂
球
、
低
温
期
が
続
け

ば
ア
ン
ト
シ
ア
ン
の
発
生
が
多
く
な
り
ま

す
の
で
、
適
期
に
収
穫
し
き
る
よ
う
に
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
の
秋
冬
作
は
比
較
的
病
害
の
発
生

は
少
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
次
作

に
持
ち
越
さ
な
い
よ
う
収
穫
終
了
後
は
速

や
か
に
耕
う
ん
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
特
に

根
こ
ぶ
病
に
つ
い
て
は
、
ア
ブ
ラ
ナ
科
の

連
作
に
な
ら
な
い
よ
う
圃
場
選
定
を
行
っ

た
上
で
、
土
壌
消
毒
の
実
施
、
ホ
ウ
レ
ン

草
や
お
と
り
大
根
、
エ
ン
麦
な
ど
の
お
と

り
作
物
の
作
付
け
を
検
討
し
て
抑
制
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
春
夏
作
で
自
家
育
苗
を
さ
れ
る

方
に
つ
い
て
は
、
育
苗
期
の
病
気
の
発
生

を
抑
え
る
た
め
に
育
苗
資
材
お
よ
び
育
苗

施
設
の
消
毒
を
行
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

☆
白
ネ
ギ

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

Ａ
品
の
出
荷
規
格
は
、
全
長
58
㎝
、
軟

白
部
が
30
㎝
以
上
で
、
葉
身
径
が
１
㎝
か

ら
２
・
５
㎝
以
上
（
Ｓ
～
２
Ｌ
）
に
な
り

ま
す
。

　

根
切
り
に
つ
い
て
は
、
盤
茎
を
深
く
切

り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
５
㎜
程
度
は
根
を
残

す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
ゴ
ー
ヤ
ー

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

令
和
６
年
度
の
ゴ
ー
ヤ
ー
作
付
け
を
希

望
さ
れ
る
方
は
農
産
園
芸
課
ま
で
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ハ
ウ
ス
栽
培
で
は
３
月
中
旬
か
ら
の
定

植
、
露
地
栽
培
で
は
４
月
下
旬
か
ら
の
定

植
に
な
り
ま
す
の
で
、
計
画
立
て
て
圃
場

準
備
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

棚
建
込
み
に
係
る
ご
相
談
も
受
け
付
け
ま

す
の
で
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

作
付
希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

各
品
目
の
栽
培
の
お
申
し
込
み
・
お
問
い

合
わ
せ
は
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
農
産
園
芸
課
（
☎

３
３

−

５
７
５
６
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

農業用廃プラスチック集積日
◎塩化ビニール　(ハウス用ビニール等)
　・集積場所　えびの市一般廃棄物最終処分場
　・集  積  日　１２月１９日（火）
　・時　　間　午前９時～正午迄
ビニールとポリマルチは混ぜないよう注意してください。
廃プラスチックを出す際の注意点を６ページに掲載してい
ます。ご確認のうえ、持ち込みをお願いします。



（16）令和５年12月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

☆
水
稲

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

○
土
壌
診
断
を
し
ま
し
ょ
う
！

　

今
年
の
生
育
結
果
と
反
省
点
を
見
直

し
て
、
来
年
に
向
け
て
の
土
作
り
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
土
作
り
の
た
め
に
行
う

土
壌
診
断
は
、
自
分
の
田
ん
ぼ
を
知
る

一
番
の
近
道
で
も
あ
り
ま
す
。

　

申
込
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

が
、
申
込
状
況
に
よ
っ
て
は
診
断
結
果

が
出
る
ま
で
に
一
か
月
ほ
ど
日
数
を
要

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
早
目
の
お

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
そ
ば 

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

そ
ば
は
出
荷
さ
れ
た
後
、
農
産
物
検

査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
新
袋
で
23
㎏

（
袋
込
み
）
に
調
整
し
た
も
の
を
出
荷
し

て
く
だ
さ
い
。（
新
袋
は
各
グ
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
）

　

ま
た
、
端
数
に
つ
い
て
も
１
㎏
単
位

で
受
け
入
れ
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

出
荷
の
際
は
、
天
日
か
乾
燥
機
を
用

い
て
、
水
分
を
14
～
15
％
以
内
に
調
整

し
ま
し
ょ
う
。

　

農
作
物
検
査
時
に
選
別
状
況
が
悪
い

と
、
等
級
が
規
格
外
に
な
る
場
合
や
、

取
引
先
か
ら
返
品
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ふ
る
い
な
ど
を
利
用
し
て
、
そ

ば
以
外
の
も
の
が
混
入
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

水
分
の
計
測
は
精
米
工
場
で
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
農
産
関
係
◎

営営
農
情
報

土
壌
診
断
の
申
込
先

Ｊ
Ａ
え
び
の
市　

本
店

　
　
　

農
産
園
芸
課

　
　
　

（
３
３

−

５
７
５
６
）

◎
１
点
（
１
袋
）
あ
た
り

　

１
０
０
０
円
の
診
断
料
が
必
要

　

に
な
り
ま
す
。

受
入
に
つ
い
て

受
入
期
間

12
月
22
日
（
金
）
ま
で

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

受
入
場
所

精
米
工
場

受
入
時
間

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

＜提出先およびお問い合わせ先＞
　必要事項を記入したらＪＡへ

農　　産　　園　　芸　　課　　℡33－5756
グリーンセンター飯　野　　℡33－2212
グリーンセンター加久藤　　℡35－0451
グリーンセンター真　幸　　℡37－0023

土壌診断をしましょう

1．土を採る場所
田んぼの 4 角付近と真中の計５カ所
より、それぞれコップ 1 杯分の土を
採取

2．土を採る深さ
深さ 10cm ぐらいの所の土を採る。
この時、表面の土が混ざらないよう
に注意する。

3．提出の手順
採取した土を新聞紙などの上で十分
に乾燥します。土が乾燥したらビ
ニール袋に入れ地区・氏名・水田の
字・地番を明記しＪＡへ提出

※　必ず乾燥した土を提出してください。診断申込書
　は必ずご記入ください。
　　提出後１か月程度で診断結果がでます。
　　（乾燥していない土は２～３ヶ月かかります）

※　１点当り、１，０００円の診断料が必要です。



（17） 第５４８号 JA広報

「大丈夫」　一人じゃないよ　僕がいる

◎担い手支援関係◎営農情報



（18）令和５年12月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

お申し込み・お問い合わせ先

（株）ジェイエイえびの市葬祭　☎35－0727（代）
プリエール加久藤会館・プリエール飯野会館

プリエール「あんしんの会」会員募集中
⑴　会員の条件　 加入金を納付された方
⑵　加入金は　　 ① ＪＡえびの市の組合員の方は 2,000 円といたします。
         ② 一般利用者は 3,000 円とし、加入金のうち 1,000 円はＪＡえびの市への出
          資金といたします。
         ③ 会員自身の葬儀の場合は、加入金の 2,000 円を葬儀費用に充てるものとし、
          会員資格を喪失いたします。
⑶　プリエール会員の特典

 祭壇価格（税抜）の１０％をＪＡえびの市葬祭の決算期にお返しいたします。
　葬儀の申込みがあり葬儀が重なった際に日延べの相談をさせていただきますが、調整ができずに止む
無く他の葬儀場で葬儀をされた会員に対しても、同様に祭壇価格平均（税抜）の１０％をお返しする対
応とさせていただきます。

⑷　利用者特典の範囲は
 特典を受けられる親族の範囲は、両親、配偶者、子供とします。

※お葬式の不安・疑問に、専門のスタッフがお答えし、解決いたします。
※家族葬のご相談も承ります。

葬 儀 相 談 会 開 催 中
両 親 配偶者会員本人

子 供

相 談 会 開 催 中
（お葬式の疑問にお答えいたします）
お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、
その疑問、専門のスタッフが解消いたします。
突然のことだからこそ、
信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。
この機会に、ぜひ JA葬祭へご相談下さい。 えびの駅

相 談 会 開 催 中
（お葬式の疑問にお答えいたします）
お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、
その疑問、専門のスタッフが解消いたします。
突然のことだからこそ、
信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。
この機会に、ぜひ JA葬祭へご相談下さい。

飯野会館・ご自宅でご相談を希望の方はお電話下さい！
※お電話にて予約いただければ、お客様をお待たせすることはありません。

㈱ジェイエイえびの市葬祭
TEL 0984-35-0727 ㈹

葬儀社社員 大募集！！
㈱ジェイエイえびの市葬祭では、正社員を募集しています。
賃金は？仕事内容は？職場環境は？などなど気になることは
なんでも！お尋ねください。（電話・リモートでも質問を受け付けます）
　　　　　　㈱ジェイエイえびの市葬祭　☎ 0984-35-0727 ㈹ ja-ebino.com



（19） 第５４８号 JA広報

さがそうよ　涙を笑顔に　する言葉
★ご応募に際して取得した個人情報はこのたびの賞品プレゼントの抽選・発送以外には一切使用しません。

★
ヨ
コ
の
カ
ギ

1　

サ
ン
タ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

入
れ
ま
す

2　

パ
パ
ー
、マ
マ
ー
、ど
こ
ー
？

3　

欧
米
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
、

こ
の
鳥
の
丸
焼
き
が
よ
く

食
べ
ら
れ
ま
す

4　

大
好
き
な
歌
手
の
―
―
を

見
に
行
っ
た

5　

レ
ン
コ
ン
は
根
の
よ
う
に

見
え
ま
す
が
、
実
は
こ
れ

10　
「
海
の
ミ
ル
ク
」
と
呼
ば
れ

る
貝

11　

除
夜
の
鐘
を
突
け
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す

12　

水
や
砂
と
混
ぜ
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
作
り
ま
す

13　

サ
ハ
ラ
、
タ
ク
ラ
マ
カ
ン

と
い
え
ば

14　

刃
物
で
紙
を
加
工
し
て
描

き
ま
す

15　

冬
の
京
都
市
は
―
―
冷
え

す
る
と
い
わ
れ
ま
す

★
タ
テ
の
カ
ギ

1　

冬
眠
す
る
も
の
も
多
い
大

型
の
哺
乳
類

3　

謎
の
多
い
浮
世
絵
師
、
東
洲

斎
―
―

6　

そ
の
月
の
一
番
最
初
の
日

7　

寒
い
日
に
吐
く
と
白
く
見

え
る
こ
と
も

8　

授
業
中
は
慎
ん
で
く
だ
さ

い
ね

9　

ワ
カ
メ
の
根
元
に
近
い
部
分

11　

―
―
予
報
に
よ
る
と
来
週

は
寒
い
ら
し
い

13　

建
物
が
立
っ
て
い
な
い
宅
地

14　

―
―
の
細
か
い
滑
ら
か
な
肌

15　

年
越
し
に
付
き
も
の
の
麺
類

16　

チ
ン!

と
鳴
ら
す
と
人
が
来

ま
す

17　

1
号
は
東
京
と
大
阪
を
、
2
号

は
大
阪
と
福
岡
を
結
び
ま
す

18　

年
賀
状
の
イ
ラ
ス
ト
に
よ

く
使
わ
れ
ま
す
。
令
和
6

年
は
「
辰
」
で
す

11
月
号
の
当
選
者

11
月
号
の
答
え
は「
フ
ユ
ジ
タ

ク
」で
し
た
。正
解
者
17
人
の
中

か
ら
次
の
５
人
が
当
選
さ
れ
ま

し
た
。(

敬
称
略)

☆
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
☆

▽
大　

野　

勝　

沖（
飯　

野
）

▽
児　

玉　

紀　

子（
飯　

野
）

▽
三
角
園　

ひ
と
み（
飯　

野
）

▽
坂　

元　

清　

美（
加
久
藤
）

▽
阪　

東　

信
一
郎（
滋
賀
県
）

▽
解
き
方

　

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要

領
で
全
部
解
い
て
下
さ
い
。

　

次
に
Ａ
→
Ｅ
の
二
重
ワ
ク
の

文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が

答
え
で
す
。

▽
応
募
方
法

　

官
製
ハ
ガ
キ
に
答
え
を
記
入

し
、
あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
を
書
い
て
応
募
し

て
下
さ
い
。
一
人
に
つ
き
ハ
ガ

キ
１
枚
を
有
効
と
し
ま
す
。

▽
締　

切　

12
月
20
日

（
当
日
消
印
有
効
）

▽
発　

表　

本
誌
１
月
号
紙
上

▽
あ
て
先

　

〒
８
８
９
─
４
３
１
１

　

え
び
の
市
大
明
司

　
Ｊ
Ａ
え
び
の
市　

総
務
課

▽
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
に
ご
ま
あ
え
の
素
と
塩
こ
う

じ
パ
ウ
ダ
ー
の
セ
ッ
ト
を
プ
レ

ゼ
ン
ト

正
解
者
の
中
か
ら
５
名
様
に
賞
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

エーコープ
「ごまあえの素」
「塩こうじパウダー」

2点セット!!

3年 5年 固定金利も

お取り扱いしています

最大で
年0.45％

引下げ

年1.10％

年1.55％

【固定変動選択型】
10年固定金利

がん 脳卒中
急性心筋梗塞

死亡・後遺障害保障に加え
所定の状態と診断されたら

住宅ローン
残高が 0円に

対象住宅ローンの金利に

＋年0.06％上乗せでOK！
※実際の融資金利はお近くのＪＡ窓口までおたずねください

令和5年2月1日(水)～令和6年1月31日(水)取扱
期間三大疾病保障付

ＪＡ住宅ローン サポート３

お問い合わせは
融資センター 35-1212
本店金融課 33-3103

＋

1.16％
合わせて



（20）令和５年12月５日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

え　び　の 令和５年12月５日発行 （20）

広
報
Ｊ
Ａ
え
び
の

〈
発
行
〉
〒
889-4311　

宮
崎
県
え
び
の
市
大
字
大
明
司
1061-1　

え
び
の
市
農
業
協
同
組
合
　
　
　
　
　
　
　
〈
編
集
〉
総
務
課
　
　
令
和
５
年
12月

５
日
発
行

行　　事　　予　　定
令和５年１２月１１日～令和６年１月１０日

　

11
月
28
日
、
本
店
で
理
事
会
が
開
催

さ
れ
、
す
べ
て
の
審
議
事
項
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

◉
審
議
事
項
◉

■
令
和
５
年
度
第
３
四
半
期
実
績
検
討

に
つ
い
て

■
青
年
等
就
農
資
金
の
借
入
と
融
資
に

つ
い
て

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
資
金
の

融
資
に
つ
い
て

■
加
久
藤
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
改
修
工

事
に
つ
い
て

■
マ
ネ
ロ
ン
等
関
連
規
程
類
の
改
正
等

に
つ
い
て

■
令
和
５
年
度
総
合
座
談
会
で
の
意
見
・

要
望
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て

◉
報
告
事
項
◉

■
大
口
与
信
先
上
位
30
位
に
つ
い
て

■
包
括
承
認
さ
れ
た
利
益
相
反
取
引
後

の
報
告
に
つ
い
て

■
Ｍ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
屋
根
改
修
工
事
の
完

了
に
つ
い
て

■
余
裕
金
運
用
状
況
に
つ
い
て

■
行
政
庁
の
「
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ

ン
グ
及
び
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
か
か
る
対
応

に
つ
い
て

■
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
ニ
ュ
ー
ス
に
つ

い
て

■
㈱
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
ラ
ン
ド
田
の
神
さ
ぁ

の
令
和
５
年
度
第
３
四
半
期
事
業
実

績
検
討
に
つ
い
て

■
㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
え
び
の
市
葬
祭
の
令

和
５
年
度
第
３
四
半
期
事
業
実
績
検

討
に
つ
い
て

理
事
会
報
告

年末 ･年始の営業案内
（○印の日は営業いたします）

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

Ｊ

Ａ

給

油

所

農
機
・
自
動
車
修
理
セ
ン
タ
ー

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス（
Ｌ
Ｐ
Ｇ
）

野

菜

集

荷

場

道

の

駅

え

び

の

足
湯
の
駅
え
び
の
高
原

Ａ

Ｔ

Ｍ

Ｊ
Ａ
本
店
・
夢
工
房

Ｊ
Ａ
支
店
・
融
資
セ
ン
タ
ー

交

通

事

故

Ａ

コ

ー

プ

12月29日（金） 通常営業

12月30日（土）○ ○ 休
ガ
ス
切
れ
の
場
合
は
３
３

−

５
６
０
４
へ

○ ○ ○ Ａ
Ｔ
Ｍ
稼
働
時
間
：
９
時
～
19
時

休 休
　

夜
間
・
休
日
事
故
受
付
番
号
へ

０
１
２
０

−

２
５
８
９
３
１

○

12月31日（日）休 ○ 休 休○ ○ 休 休 17時
閉店

1月1日（月）休 休 休 休休 休 休 休 休

1月2日（火）休 休 休
午
前
中
の
み
休 休 休 休 休

1月3日（水）休 休 休 休初
商
初
商 休 休 休

1月4日（木）
通常営業

※Ａコープかくとう店は 9時半オープン
※Ａコープいいの店は 9時オープン

※ 12 月 30 日、1 月２日の野菜集荷場は、品目の指定があります。
　該当する出荷者の皆さんには別途ご連絡いたします。

月 日 曜 行　　　　　　　　　事

12

11 月 ふれあい日

13 水 子牛セリ市（～１５日）
ＪＡ－ＳＳ感謝セール

19 火
道の駅えびの休業日
廃プラ集積日（塩化ビニール）
成牛セリ市（妊娠牛）

20 水
ＢＬ採血
県下一斉消毒の日
オーツヘイ即売会

21 木 生産資材特売会

22 金
農業用資材廃棄物回収
ＪＡ－ＳＳクリスマスキャンペーン

（～２３日）
23 土 ＪＡ－ＳＳ感謝セール

25 月 耳標装着（～２６日）

29 金 全部門通常どおり営業

30 土
右

記

以

外

は

休

業

グリーンセンター　　8:30 ～ 17:00
給油所　　　　　　　8:00 ～ 17:00
道の駅えびの　　　　9:00 ～ 18:00
足湯の駅えびの高原　9:00 ～ 17:00
ＡＴＭ　　　　　　　9:00 ～ 19:00
野菜集荷場　　　　　個別連絡

31 日

給油所　　　　　　　8:30 ～ 17:00
道の駅えびの　　　　9:00 ～ 17:00
足湯の駅えびの高原　9:00 ～ 16:00
ＡＴＭ　　　　　　　9:00 ～ 19:00

1

1 月
元旦
ＡＴＭ　　　　　　   9:00 ～ 19:00
人工授精休日

2 火
野菜集荷場 ( キュウリ・イチゴのみ )

8:30 ～ 12:00
ＡＴＭ　　　　  　 　9:00 ～ 19:00

3 水
道の駅えびの　　　   9:00 ～ 17:00
足湯の駅えびの高原　9:00 ～ 17:00
ＡＴＭ　　　　  　 　9:00 ～ 19:00

4 木 仕事始め　通常どおり営業

5 金 生産検査

8 月 成人の日
ＪＡ休業日

9 火 成牛・妊娠牛・乳子牛・和牛ＥＴセリ市

10 水
ふれあい日
ＪＡ主催子牛品評会
ＢＬ採血申込締切（３月セリ市分）


